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今月のハイライト

高齢出産の増加や新生児医療の目覚ましい進歩により，少子化にもかかわらず，ハイリスク児が増え
ているのがわが国の実状である．そのようななか，従来，療育の主な対象であった重症心身障害児

や精神運動発達遅滞のみならず，外見からはわかりにくい高機能発達障害への対応も迫られている．本
特集では，最新の小児リハビリテーションや療育について，各分野の第一線で活躍している方々に解説
をお願いした．

現状と課題　小沢　浩氏� 755
ハイリスク新生児と在宅医療，そして，重症心身障害児者の増加について触れ，深刻な介護者の負担感
について解説している．また，医療の進歩により，今まで救命できなかった心臓，消化管，悪性腫瘍な
どの子供たちへの医療ケア，多職種連携のリハビリテーションの重要性についても述べている．地域の
療育センターで基幹的な役割を果たしている筆者だからこそ書ける興味深い解説である．

急性期リハビリテーション　稲員惠美氏� 761
小児急性期リハビリテーションの 3 本柱は「呼吸理学療法」，「身体機能障害」，「発達援助」である．静
岡県立こども病院における早期理学療法の主な目的は，「無気肺」や「酸素化不良」，「排痰困難」などに
対する「呼吸理学療法」である．急性期小児理学療法の実際の紹介と展望を解説している．県立こども
病院で，日々，小児の急性期リハビリテーションを実践している筆者は，「小児」と「急性期」という２
つの特殊な領域において専門病院での人材育成の必要性を強調している．

ハイリスク児のフォローアップ　河野由美氏� 769
ハイリスク児の多くがNICUを生存退院し，年月を経て年長者は成人となってきている．しかしながら，
在胎 28 週未満の超早産児や出生体重 1,500 g 未満の極低出生体重児では，脳性麻痺，視覚障害，知的障
害などの神経学的障害の頻度が高い．ハイリスク児の予後，フォローアップの実際と問題点などについ
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て解説している．NICU入院情報をデータベース化した新生児ネットワークのデータを用いた解説と，
実際にNICU後のフォローアップを実践している筆者の解説には説得力がある．

脳性麻痺児に対するリハビリテーション　真野英寿氏� 777
「療育」の理念，定義について，高木，高松，甘楽らの考えを紹介し，その原点を再考している．また，
早期療育全盛時代の紹介，脳室周囲白質軟化症（PVL）についての持論，痙性治療や装具による側弯症
の治療など幅広い解説をしている．長年，この分野にかかわってきた筆者の熱い思いのこもった，優れ
た解説である．

発達障害児に対するリハビリテーション　半澤直美氏� 785
地域療育システムを考える視点として，療育と医療の関係や肢体不自由児療育と発達障害児療育の関
係，幼児期と学童期以降の関係について論じている．また，早期療育の現状，療育の実際などについて
も解説している．地域療育の実践方法はさまざまであり，日々，横浜で地域の療育の最前線を担ってい
る筆者が，その概要をきわめてわかりやすく解説している．

地域リハビリテーションの実際　宮尾益知氏� 791
筆者は，自治医科大学での神経外来，二次健診，療育施設における多職種連携などを経て，国立成育医
療研究センターこころの診療部における 10年以上数千人の発達障害児に対する診療経験から，2014 年
5月に「どんぐり発達クリニック」を開業した．学術的な考察にとどまらず，常に前向きに新たな挑戦
を試みている筆者は，間違いなく地域療育実践の第一人者である．
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